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令
和
６
年
度
の
定
時
総
会
は
、

５
年
ぶ
り
に
制
限
な
し
の
通
常
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
議

決
権
行
使
者
、
委
任
状
提
出
者
合

わ
せ
て
３
６
９
名
と
な
り
、
総
会
員

数
４
６
８
名
の
過
半
数
を
満
た
し

て
お
り
、
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　

笠
井
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
に

度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
に
つ
い
て
」、「
議
案
第
３
号

役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
選
任

に
つ
い
て
」
の
３
件
が
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
「
報
告
第
１
号
令
和
６
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」、「
報
告

第
２
号
令
和
６
年
度
収
支
予
算
に

つ
い
て
」
及
び
「
報
告
第
３
号
令
和

６
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資

の
見
込
み
に
つ
い
て
」
の
３
件
が

報
告
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ

た
第
２
回
理
事
会
で
、
理
事
長
に

笠
井
和
憲
理
事
、
副
理
事
長
に
木

佐
貫
正
登
理
事
、
駒
田
順
子
理
事
、

常
務
理
事
に
脇
田
直
行
事
務
局
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度　

定
時
総
会
を
開
催

倉本　保議長

　
６
月
10
日
（
月
）
に
公
益
社
団
法
人
柏
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

令
和
６
年
度
定
時
総
会
が
柏
原
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

続
き
名
誉
会
長
で
も
あ
る
冨
宅
正

浩
市
長
の
祝
辞
の
後
、
ご
来
賓
の

田
中
秀
昭
市
議
会
議
長
、
柳
沢
太

郎
藤
井
寺
公
共
職
業
安
定
所
所
長

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
中
村
保

治
市
議
会
厚
生
文
教
委
員
長
の
紹

介
に
続
い
て
、
会
員
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
に
会
員
の
倉
本　

保
氏
を
選
出
し
、
定
足
数
の
報
告

及
び
議
事
録
署
名
人
の
選
出
の

後
、
議
案
の
審
議
に
入
り
「
議
案
第

１
号
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
」、「
議
案
第
２
号
令
和
５
年

笠井理事長のあいさつ

冨宅市長の祝辞

令
和
６
年
度　

会
員
表
彰

○
永
年
表
彰

　
正
会
員
と
し
て
20
年
以
上
在
籍

し
、
そ
の
間
毎
年
１
回
以
上
就
業

さ
れ
た
方
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶福島さん、 松井さん、 杉本さん、笠井理事長 

杉
本
肥
三
・
松
井
恒
春

福
島
祥
价
・
浦
川
春
夫

寺
島
伸
二
・
浜
沖
れ
い
子

山
田
史
子
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新しく設置した看板

理 事 長
笠井　和憲

発
注
者
様
、
各
理
事
、
会
員
各
位
、

職
員
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
発

展
に
〝
一
意
専
心
〞
努
め
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
４
年
６
月
の
理
事
長
拝
命

時
に
は
コ
ロ
ナ
終
焉
に
近
い
と
は

い
え
、
ま
だ
ま
だ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
ず
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
や
絆
も
希
薄

と
な
り
、
社
会
全
体
が
完
全
に
機

能
で
き
う
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
就
業
実
績
自
体
も
低

迷
が
続
き
、
会
員
数
も
他
の
事
情

も
あ
り
ま
す
が
５
０
０
名
を
切
る

状
況
で
あ
り
、
柏
原
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
大
変
な
時

期
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
状

況
は
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
み
、
人

材
不
足
も
あ
り
企
業
も
定
年
の
見

直
し
、
延
長
等
に
よ
る
対
策
を
た

て
て
人
材
確
保
に
努
め
て
お
り
、

益
々
、
高
齢
者
の
労
力
に
多
く
の

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
が
影
響
し
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
新
会
員
増
強
は
難
し
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
事
務
局
長
・
次
長
を
始
め
職
員

各
位
の
就
業
意
識
・
意
欲
は
高
く
、

発
注
者
様
、
会
員
様
の
大
き
な
ご

協
力
の
も
と
回
復
に
全
力
を
注

ぎ
、
日
々
、
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
設
立
40
周
年
記
念
事
業
も

滞
り
な
く
済
ま
せ
て
頂
き
、
10
月

か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

も
各
事
業
所
、
発
注
者
、
会
員
の
皆

様
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
今

の
と
こ
ろ
何
の
弊
害
も
な
く
事
業

を
熟
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

　

新
会
員
増
強
に
お
い
て
も
、
特

に
女
性
会
員
の
増
強
に
も
力
を
入

れ
、
事
務
局
だ
よ
り
や
シ
ル
バ
ー

か
し
わ
ら
、
市
広
報
誌
へ
の
掲
載

等
、
多
く
の
媒
体
を
利
用
し
各
公

営
事
業
所
、
郵
便
局
に
も
置
か
せ

て
頂
き
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
目

に
触
れ
る
様
に
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
、
事
務
所
駐
車
場
に
新
た

に
看
板
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

昼
夜
問
わ
ず
人
目
に
つ
く
よ
う
、

気
づ
い
て
頂
く
よ
う
に
太
陽
光
発

電
で
暗
く
な
る
と
自
動
で
明
る
く

看
板
が
浮
か
び
多
く
の
方
々
の
目

に
留
ま
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

所
内
の
空
気
は
大
変
良
く
、
日
々

来
ら
れ
る
多
く
の
来
所
者
の
方
に

丁
寧
に
、
そ
し
て
親
切
を
モ
ッ
ト

ー
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
姿
を
拝

見
し
て
、
今
後
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
明
る
い
将
来
に
私
自

身
が
強
い
確
信
を
持
っ
て
お
り
、

事
務
所
が
一
丸
と
な
り
、
高
齢
者

の
皆
様
方
に
安
心
し
て
就
業
し
て

頂
け
る
様
、
全
力
で
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

理
事
長
ご
あ
い
さ
つ

　

去
る
６
月
10
日
（
月
）、
柏
原
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
柏
原

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令

和
６
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
、
冨
宅
市
長
（
当
セ
ン
タ
ー
名
誉

会
長
）
を
始
め
多
く
の
来
賓
の

方
々
、
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を

賜
わ
り
議
案
３
件
（
役
員
の
選
任

を
含
む
）、
報
告
３
件
す
べ
て
可

決
・
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
に
開
か
れ
た
第
２
回

理
事
会
で
、
私
を
理
事
長
に
、
そ
し

て
副
理
事
長
に
木
佐
貫
正
登
理

事
、
駒
田
順
子
理
事
、
常
務
理
事
に

脇
田
直
行
事
務
局
長
が
選
出
さ

れ
、
新
年
度
に
向
け
て
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令和６・７年度　役員紹介
　役員一同、会員の皆様と共に公益社団法人柏原市シルバー人材センター事業の推進に頑張ってま
いりますので、ご協力をお願いいたします。（理事長、副理事長及び常務理事以外の理事・監事は五十音順）

脇田直行 常務理事
兼事務局長

駒田順子　副理事長 木佐貫正登　副理事長 笠井和憲　理事長

西戸浩詞　理事
（市健康部長）

富樫興一　理事 木村雅一　理事 北垣内一富　理事

山本俊博　理事 山下　實　理事 山口邦昭　理事 姫野幸子　理事

大井　晃　監事 石橋敬三　監事
（市財務部長）

山本佳子　理事

「知恵袋」と「ふくろう」を合わ
せたキャラクターで、経験豊富
な高齢者の知恵が集まるシルバ
ー人材センターをこの二つのモ
チーフで表しています。

チエブクロー
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安
全
対
策
委
員
会
か
ら

安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員　

山
本　
俊
博

（
全
国
統
一　

ス
ロ
ー
ガ
ン
）

安
全
は
無
理
せ
ず　
焦
ら
ず　
油
断
せ
ず

　

残
暑
が
一
段
と
厳
し
い
で
す
が
、

皆
さ
ん
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

７
月
末
ま
で
の
事
故
件
数
は
、
傷

害
事
故
は
無
く
、
物
損
事
故
が
草
刈

り
時
の
飛
び
石
に
よ
る
窓
ガ
ラ
ス
の

破
損
な
ど
３
件
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
安
全
就
業
に
繋
が
る
事

項
を
書
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
日
々
の
安
全
対
策

　

今
年
は
、
酷
暑
の
夏
で
し
た
。
ち

な
み
に
酷
暑
と
は
日
高
最
高
気
温
が

40
℃
を
指
す
言
葉
で
、
熱
中
症
へ

の
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
で
の
死
亡
率
は
高
齢
者
の

割
合
が
高
く
、
統
計
上
で
は
約
８
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

な
ぜ
高
齢
者
な
の
か
？

１
　
体
内
の
水
分
が
不
足
が
ち
で
す

　
（
高
齢
者
は
若
年
者
よ
り
も
体
内

の
水
分
量
が
少
な
い
上
、
体
の
老

廃
物
を
排
出
す
る
際
に
た
く
さ
ん

の
尿
を
必
要
と
し
ま
す
。）

２
　
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能
が

　
　
　
　
　
　
　
低
下
し
て
い
ま
す

　
（
加
齢
に
よ
り
、
暑
さ
や
の
ど
の

　

渇
き
の
感
覚
が
鈍
く
な
り
ま
す
。）

３
　
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機

　
　
　
　
　
　
　
能
が
低
下
し
ま
す

　
（
高
齢
者
は
体
に
熱
が
た
ま
り
や

　

す
く
、
暑
い
時
に
は
若
年
層
よ
り

　

も
循
環
器
系
へ
の
負
担
が
大
き
く

　

な
り
ま
す
。）

　

こ
れ
ら
の
予
防
法
と
し
て
は
、

〇
部
屋
の
温
度
を
測
り
、
エ
ア
コ
ン

　

・
扇
風
機
を
上
手
に
使
用
す
る
。

〇
部
屋
の
風
通
し
を
良
く
す
る
。

〇
必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
外
す
。

〇
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。

〇
暑
い
時
は
シ
ャ
ワ
ー
や
タ
オ
ル
で

　

体
を
冷
や
し
、
無
理
を
し
な
い
。

〇
涼
し
い
服
装
と
、
外
出
時
に
は
日

　

傘
の
使
用
、
帽
子
の
着
用
を
す
る
。

〇
涼
し
い
施
設
を
利
用
す
る
。

〇
緊
急
時
の
連
絡
先
の
確
認
な
ど
、

熱
中
症
対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
管
理
は
健
康
診
断
の

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
か
ら
！

　

心
身
と
も
に
自
立
し
健
康
的
に
生

活
で
き
る
期
間
と
さ
れ
る
、「
健
康

寿
命
」
が
男
性
約
72
歳
・
女
性
75
歳

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
寿
命
を
延
ば
す
方
策
と
し
て
、

健
康
診
断
の
受
診
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

今
や
二
人
に
一
人
が
癌
を
発
生
す

る
時
代
で
す
。
健
康
診
断
で
体
の
異

常
が
見
つ
か
っ
て
も
、
早
期
な
ら
入

院
期
間
も
短
く
、
今
の
医
療
技
術
な

ら
完
治
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

今
年
度
の
会
員
さ
ん
の
健
康
診
断

は
11
月
11
日
（
月
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

の
方
は
、
柏
原
市
の
特
定
検
診
を
、

後
期
高
齢
者
の
方
は
、
大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
す
る

健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
就
業
基
準
実
施
委
員
会
」

で
は
、
80
歳
以
上
の
会
員
さ
ん
が
継

続
就
業
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
健
康

診
断
結
果
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
（
か
か
り
つ
け
医
の
持
病
の
検
査
結

　

果
で
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

高
齢
者
の
い
き
い
き
交
通
安
全

　
　

交
通
事
故
死
者
の
数
は
減
少
し
て

　

ま
す
が
、
そ
の
半
数
以
上
は
高
齢
者

　

と
い
う
非
常
に
高
い
割
合
に
な
っ
て

　

い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

〇
通
り
慣
れ
た
道
で
も
油
断
せ
ず
、
安

　

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

〇
夜
間
の
外
出
時
に
は
、
明
る
い
服
装

　

を
し
て
反
射
板
を
着
用
、
自
転
車
は

　

必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

〇
信
号
が
青
だ
か
ら
と
い
っ
て
油
断
せ

　

ず
、
交
差
点
を
右
・
左
折
し
て
く
る

　

車
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
少
し
遠
回
り
で
も
、
信
号
機
や
横
断

　

歩
道
ま
で
行
っ
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

〇
横
断
前
、
横
断
中
は
油
断
せ
ず
、
左

　

右
の
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
道
路
を
渡
る
時
近
づ
い
て
く
る
車
が

　

い
た
ら
、
車
が
通
り
過
ぎ
る
ま
で
待

　

機
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ふ
だ
ん
あ
ま
り
車
が
通
ら
な
い
交
差

　

点
で
も
慎
重
に
、
必
ず
一
時
停
止
を

　

し
て
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
に
、
気
を
付
け
て
楽
し

　

い
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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水墨画を寄贈していただきました
　このほど、当センター元事務局長の石幸美智子
さんから、水墨画３点を寄贈していただきました。
　いただいた水墨画は、事務所に飾っております。
　事務所へお越しの際は、ぜひ、ご覧ください。

　

私
が
初
め
て
水
墨
画
と
出
逢

っ
た
の
は
、
ま
だ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て
い
た

こ
ろ
の
こ
と
で
す
。
一
人
の
会

員
さ
ん
が
年
末
に
な
る
と
来
年

の
干
支
の
色
紙
を
も
っ
て
来
て

下
さ
る
の
で
す
。
水
墨
画
教
室

に
通
っ
て
お
ら
れ
、
描
き
上
が

っ
た
絵
を
拝
見
し
た
と
き
水
墨

画
に
魅
せ
ら
れ
、
い
ず
れ
退
職

を
迎
え
る
そ
の
時
に
は
、
必
ず

私
も
そ
の
先
生
の
教
室
に
通
い

た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
干
支
の

絵
は
「
シ
ル
バ
ー
か
し
わ
ら
」

の
新
年
号
の
表
紙
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
や
事
務
局
職
員

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
数
年
が
経

過
し
、
無
事
退
職
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
、
早
速
、
水
墨
画
の

教
室
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
先
ず
、『
四
君
子
』
こ
れ
は

水
墨
画
の
基
本
で
梅
、
竹
、
蘭
、

菊
を
何
枚
も
何
枚
も
描
き
、
飽

き
て
き
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
季

節
の
花
や
果
物
、
景
色
の
お
手

本
を
頂
き
、
一
筆
一
筆
時
間
も

忘
れ
描
い
た
も
の
で
す
。
一
筆

入
れ
る
毎
に
花
が
生
ま
れ
、
景

色
が
広
が
る
様
に
苦
労
も
喜
び

に
代
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。　

　

あ
れ
か
ら
十
数
年
、
や
っ
と

人
様
に
見
て
頂
け
る
絵
を
描
け

る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
と
。
お

目
汚
し
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
。
け
れ
ど
も
一
筆

一
筆
か
ら
表
現
出
来
る
喜
び

は
、
そ
れ
ま
で
の
疲
れ
も
吹
っ

飛
ぶ
瞬
間
を
感
じ
、
又
次
の
絵

に
と
心
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　

一
枚
の
干
支
の
絵
が
水
墨
画

の
世
界
に
と
導
い
て
く
れ
ま
し

た
。
描
き
続
け
る
楽
し
さ
を
存

分
に
味
わ
い
な
が
ら
今
日
も
筆

を
持
っ
て
い
ま
す
。

「石神社　布団太鼓」

「観音寺への道」

「朝霧・美山の郷」
水
墨
画
と
の
出
逢
い

石
幸 

美
智
子

　
　
（
太
平
寺)
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いきいき広場（会員の投稿）

　
（
国
分
西
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
た
き
っ
か
け

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

今
、
振
り
返
っ
て

山
之
上
　
恵
一

　
　
　
（
田　

辺
）

荻
田
　
重
子

　
　
（
旭
ヶ
丘)

山
科
　
律
子

　

私
は
、
学
童
保
育
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
が
、
去
年
か
ら
勤
務
日
数
が
週
４

日
か
ら
２
日
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

も
う
少
し
健
康
の
た
め
に
も
働
き
た
い
と
思

い
、
市
役
所
に
相
談
し
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
を
お

聞
き
し
、
す
ぐ
そ
の
足
で
事
務
所
へ
行
き
、

去
年
の
４
月
に
入
会
説
明
会
の
申
し
込
み
を

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
２
月
に
週
１
回
の
マ
ン
シ
ョ
ン
清

掃
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
今
は
か

け
も
ち
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
お
世
話
と
全
く
関
係
の
な
い
仕

事
で
不
安
で
し
た
が
、
い
つ
も
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
、
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
が
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
心
を
込
め
て
清

掃
し
て
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
大
切
で
す
し
、
大
好

き
で
す
。
お
仕
事
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
の
体
調
を
整
え
て
長
く
働
け
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
は
42
年
間
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

働
き
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
、

就
業
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
自
分
に
合

っ
た
仕
事
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
か
な
？

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

　

入
会
し
て
早
９
年
に
な
り
ま
す
。
色
々

な
仕
事
を
経
験
し
て
入
会
し
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
事
務
局
の
方
も
話
し
や
す

く
、
事
務
所
に
行
く
と
気
軽
に
「
ど
う
で

す
か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

今
は
、
健
康
で
あ
る
限
り
、
少
し
で
も

長
く
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
少
し

体
力
が
落
ち
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

食
事
や
十
分
な
睡
眠
な
ど
、
健
康
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
に
も
、
く
れ
ぐ
れ
も
体
に
気
を

付
け
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
楽
し
く
セ
ン
タ

ー
で
就
業
し
、
無
理
せ
ず
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
、
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

書
く
こ
と
が
好
き
で
、
長
い
間
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
講
座
に
通
っ
た
り
、
市
の
要
約
筆

記(
筆
記
通
訳)

も
続
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
こ
と
は
時
折
の
チ
ラ
シ
で
認

識
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
亡
き
友
人
に
誘
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
一
歩
が

踏
み
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
私
の
勤
め
と
叔

母
の
介
護
の
合
間
に
取
っ
た
資
格
、
退
職
後

に
生
か
し
た
い
と
の
思
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、

日
常
は
そ
う
も
さ
せ
て
く
れ
ず
、
そ
れ
で
も

元
気
な
内
に
何
か
で
自
分
を
活
か
せ
る
こ
と

で
、
少
し
で
も
社
会
の
役
に
立
て
れ
ば
と
セ

ン
タ
ー
に
お
伺
い
し
て
入
会
。
早
８
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
い
た
だ
き
、
日
常
か
ら
離
れ
て
集

中
し
打
ち
込
ん
だ
後
の
解
放
感
と
充
実
感
。

人
々
の
喜
ぶ
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ

り
の
幸
せ
で
す
。

　

そ
し
て
失
敗
し
て
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ

さ
る
職
員
さ
ん
の
優
し
さ
に
甘
え
な
が
ら
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
体
力
、
気
力
が
続

く
限
り
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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編 集 後 記

女性部会からのお知らせ
『テラリウム』作りを楽しみませんか ?

参加者募集！
日　時：9月 13日 ( 金 )　

　　　　午後 1時 30分〜2時 30 分

場　所：センター２階会議室

対　象：どなたでも参加でき

　　　　ます

定　員：先着 20名

材料費：３００円

持ち物：ピンセット

申込み：事務所まで電話

（☎972-1583）で。

※広報かしわら９月号にも掲載しています。

今年もやります「調理講習会」
日　時：１２月６日（金）　

　　　　午前１０時〜午後 1時

場　所：健康福祉センターオアシス

対　象：会員

定　員：１６名

※くわしくは、「事務

局だより　10月号」

等でお知らせします。

事務局からのお知らせ

SMSを読んでいますか？
　シルバー人材センターでは、

ＳＭＳ(ショートメッセージサービス)

による連絡を増やしています。し

かし、「メールを見ていない」と

いう方がたまにおられます。

　これからは SMS を使ったメー

ル連絡を増やしていきますので、

シルバーからのメールは必ず確認

していただきますようお願いしま

す。メールの確認の方法がわから

ない方は、無料の「スマートフォン

相談会」をご利用ください。

職員紹介

　4 月から臨時職員とし

てお世話になっています。

一日でも早く仕事を覚え

ていきたいと思っており

ますので、どうぞよろし

くお願いいたします。
東　光一

　今号の紙面は、令和６年度の総会において新たに選任された理事が広報委員として編集しました。
　「シルバーかしわら」も年２回の発行で、マンネリ化しないようにと委員一同頭をひねっていますが、
なかなか新たな発想が浮かばず同じような紙面になっていると痛感しています。
　しかし、１面の写真は大和川の河川敷の清掃の呼びかけに参加していただいた会員さんの写真、６面
には元事務局長の石幸美智子さんから水墨画を寄贈していただいた記事を掲載しています。
次号も、会員さんの活動や、コロナ禍において自粛されていた旅行も行かれていると思いますので、
その手記などの投稿をお願いします。また、会員さんの中で編集に興味のある方は委員として参画して
いただくことをお待ちしていますので、一緒に紙面作りを楽しんでみませんか。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報編集委員一同

ひがし こう  いち


